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保

は
じ
め
に

利
回
と
は
何
か
。
史
料
上
に
は
一
一
世
紀
末
か
ら
一
三
世
紀
初
頭
ま
で
、
「
利
回
を
行
う
」
「
前
司
利
固
定
め
」
な
ど
と
見
え
、
久
安
年

間
の
東
大
寺
と
伊
賀
国
司
と
の
官
物
徴
収
を
め
ぐ
る
相
論
な
ど
か
ら
、
公
団
官
物
の
徴
収
の
前
提
と
な
る
回
数
確
定
の
方
法
の
ひ
と
つ
と

し
て
、
検
田
に
よ
ら
ず
に
利
回
請
文
を
提
出
す
る
方
法
が
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
。

利
回
に
つ
い
て
最
初
に
論
及
し
た
の
は
戸
田
芳
実
で
、
利
回
請
文
の
提
出
に
関
す
る
史
料
を
回
堵
の
公
団
請
作
の
手
続
き
と
し
て
捉
え
、

「
公
団
請
作
は
利
回
請
文
の
提
出
に
よ
り
お
こ
な
わ
れ
、
そ
れ
に
よ
っ
て
用
益
す
べ
き
耕
地
が
配
分
さ
れ
た
」
と
し
た
が
、
利
回
・
利
回

請
文
に
つ
い
て
は
具
体
的
な
説
明
を
し
な
か
っ
た
。
竹
内
理
三
は
戸
田
論
文
を
う
け
て
、
『
平
安
遺
文
』
月
報
に
お
い
て
「
利
回
」
に
関

す
る
『
平
安
遺
文
』
所
収
史
料
に
つ
い
て
検
討
を
加
え
、
「
「
利
」
は
息
利
の
利
で
、
公
出
挙
稲
が
割
り
当
て
ら
れ
て
い
る
回
、
と
解
し
て

み
て
は
い
か
が
で
あ
ろ
う
か
。
（
中
略
）
「
利
回
を
行
う
」
と
い
う
の
は
、
出
挙
稲
を
割
り
付
け
て
あ
る
田
の
貸
し
出
し
を
行
う
、
と
い
う

意
味
で
は
あ
る
ま
い
か
」
と
し
、
こ
れ
を
出
挙
稲
付
き
の
田
を
割
り
当
て
る
班
田
類
似
の
方
法
と
推
測
し
た
。
ま
た
阿
部
猛
は
、
『
平
安

遺
文
』
所
収
史
料
以
外
の
「
利
回
」
史
料
も
検
討
し
な
が
ら
、
出
作
公
団
の
宮
物
徴
収
に
あ
た
っ
て
、
検
田
を
せ
ず
に
利
回
請
文
の
提
出

に
よ
っ
て
回
数
を
確
定
す
る
方
法
が
あ
っ
た
こ
と
を
指
摘
し
、
利
回
と
は
利
稲
率
徴
制
の
系
譜
を
ひ
く
も
の
で
は
な
い
か
と
推
測
し
た
。

こ
の
よ
う
に
戸
回
以
来
、
利
回
・
利
回
請
文
は
田
堵
の
公
団
請
作
の
手
続
き
と
し
て
捉
え
ら
れ
、
出
挙
と
の
関
係
が
指
摘
さ
れ
て
き
た

が
、
網
野
善
彦
は
、
『
時
範
記
』
の
記
事
に
、
国
司
任
初
の
儀
礼
の
な
か
に
、
郡
司
等
が
利
回
請
文
を
提
出
し
、
一
宮
で
起
請
が
お
こ
な

利
回
と
国
街
勧
農
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わ
れ
た
と
い
う
記
事
が
あ
る
こ
と
に
注
目
し
、
利
回
請
文
と
は
、
「
農
民
で
は
な
く
、
郡
司
・
郷
司
・
別
符
司
等
々
、
官
物
収
納
に
責
任

を
も
っ
在
地
領
主
に
よ
っ
て
提
出
さ
れ
、
そ
こ
に
記
載
さ
れ
た
回
数
は
一
宮
の
神
に
対
す
る
起
請
に
よ
っ
て
動
か
ぬ
も
の
と
さ
れ
て
、
官

物
等
の
徴
収
の
基
準
回
数
と
さ
れ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
」
と
し
て
、
荘
園
公
領
制
成
立
に
と
も
な
う
在
地
領
主
に
よ
る
官
物
請
負
の
手

続
き
と
し
て
論
じ
た
。
こ
の
網
野
の
理
解
は
そ
の
後
も
引
き
継
が
れ
、
保
立
道
久
は
、
利
回
起
請
の
登
場
を
、
郡
郷
司
刀
禰
シ
ス
テ
ム
の

変
化
、
負
名
体
制
の
変
化
と
関
連
づ
け
て
捉
え
、
前
田
徹
は
郡
郷
司
の
職
務
の
変
化
、
徴
税
責
任
者
化
の
傾
向
と
関
連
づ
け
て
論
じ
る
な

ど
、
網
野
の
理
解
を
前
提
に
国
街
行
政
の
重
要
な
制
度
上
の
転
換
を
示
す
事
象
と
し
て
捉
え
ら
れ
て
い
る
。

し
か
し
、
こ
れ
ま
で
の
利
回
に
関
す
る
研
究
を
振
り
返
る
と
、
そ
も
そ
も
利
回
と
は
一
体
何
か
と
い
う
こ
と
に
関
し
て
は
、
史
料
的
な

制
約
も
あ
っ
て
不
明
な
部
分
が
多
く
、
必
ず
し
も
統
一
的
な
理
解
が
な
さ
れ
て
い
る
と
は
い
い
難
い
。
網
野
は
、
利
回
と
は
二
疋
の
比
率

で
「
本
来
の
起
請
田
の
回
数
を
増
し
定
め
た
こ
と
を
意
味
す
る
」
と
し
て
い
る
が
、
佐
藤
泰
弘
は
、
国
司
が
回
数
の
何
割
か
を
控
除
す
る

こ
と
で
減
額
さ
れ
た
官
物
納
入
の
責
務
を
引
き
受
け
る
恩
恵
的
な
勧
農
政
策
と
し
て
い
る
。
ま
た
、
竹
内
や
阿
部
は
利
回
を
公
出
挙
制
や

利
稲
率
徴
制
と
の
関
連
で
捉
え
た
が
、
小
田
雄
三
は
利
回
と
出
挙
と
の
関
連
を
想
定
し
な
が
ら
も
「
利
回
が
国
街
に
対
し
て
郡
司
・
郷
司

等
が
請
け
負
っ
た
田
地
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
こ
の
よ
う
な
請
負
方
式
の
制
度
的
成
立
は
、
少
な
く
と
も
一
一
世
紀
以
前
に
さ
か
の
ぼ
り
え

な
い
」
と
し
、
公
出
挙
制
や
そ
の
変
質
形
態
で
あ
る
利
稲
率
徴
制
の
延
長
上
に
捉
え
る
こ
と
に
否
定
的
見
解
を
示
し
て
い
る
。
こ
う
し
た

理
解
の
違
い
が
生
じ
て
い
る
の
も
、
そ
も
そ
も
利
回
が
何
か
と
い
う
こ
と
が
不
明
な
ま
ま
、
郡
郷
司
の
請
負
制
と
い
う
理
解
の
み
が
一
人

歩
き
し
て
い
る
か
ら
で
あ
ろ
う
。

こ
の
よ
う
に
、
利
回
は
荘
園
公
領
制
の
成
立
の
な
か
で
そ
の
歴
史
的
意
義
が
重
視
さ
れ
な
が
ら
も
、
実
態
に
つ
い
て
は
い
ま
だ
不
明
な

点
が
多
く
残
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
利
回
が
二
二
世
紀
初
頭
を
最
後
に
史
料
上
見
ら
れ
な
く
な
る
こ
と
に
つ
い
て
も
、
な
ん
ら
論
及
が
な
さ

れ
て
い
な
い
。
関
連
史
料
は
極
め
て
少
な
く
、
解
釈
の
難
し
い
部
分
も
多
い
が
、
あ
ら
た
め
て
利
固
と
は
何
か
を
検
討
し
、
そ
の
実
態
解

明
を
試
み
た
い
。



一、

利
回
請
文

利
回
の
語
の
初
見
は
、
『
時
範
記
』
承
徳
三
年
（

一
O
九
九
）
三
月
二
日
・

三
日
条
の
以
下
の
記
事
で
あ
る
。

諸
郡
司
等
出
二

把
半
利
回
請
文
一、
（
三
月
二
日
条
）

未
到
詣
一一
宇
倍
｛
呂
一、
奉
幣
、
令
レ
読
一一
告
文
一、
件
文
載
ニ
利
回
起
請
之
趣
一、
（
三
月
三
日
条
）

平
時
範
は
因
幡
守
と
し
て
任
国
に
下
向
し
、
ま
ず
目
代
に
勧
農
を
下
知
さ
せ
、
三
月
二
日
、
国
庁
で
は
じ
め
て
国
務
を
行
っ
た
。
ま
ず

諸
郡
神
社
修
理
符
・
池
溝
修
理
符
に
捺
印
し
、
次
に
調
所
・
出
納
所
が
進
上
し
た
済
物
解
文
を
見
、
そ
の
後
案
主
所
・
税
所
の
成
し
上
げ

た
吉
書
に
請
印
し
た
。
そ
し
て
右
の
史
料
に
あ
る
よ
う
に
、
郡
司
等
か
ら
一
把
半
の
利
回
請
文
が
出
さ
れ
た
と
い
う
。
翌
三
日
に
は
、
一

宮
宇
部
宮
に
奉
幣
し
て
告
文
を
読
ま
せ
た
が
、
そ
の
告
文
の
な
か
に
利
回
起
請
の
趣
が
載
せ
ら
れ
て
い
た
と
い
う
。
こ
の
記
事
は
、
網
野

が
注
目
し
た
よ
う
に
、
国
司
の
任
初
の
儀
礼
の
な
か
で
、
諸
郡
司
か
ら
利
回
請
文
を
提
出
さ
せ
、
一
宮
に
お
い
て
起
請
を
も
っ
て
そ
れ
を

確
定
す
る
と
い
う
こ
と
が
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

ま
た
、
保
延
元
年
（

一一

三
五
）
藤
原
敦
光
が
変
異
疾
疫
・
飢
僅
・
盗
賊
に
関
し
て
勘
申
し
た
な
か
に
、
次
の
よ
う
に
見
え
る
。

如
レ
聞
、
近
来
無
レ
検
一一
回
数
之
増
減
一、
不
レ
尋
一一
農
民
之
貧
富
二
推
称
一一
利
回
一、
徴
ニ
納
租
税
一、
地
広
民
富
者
、
自
叶
二
其
心

＼

地
狭
民
貧
者
、
暗
奪
一一
其
心
一、
富
者
寡
、
貧
者
衆
、
穿
暁
論
レ
之
、
可
レ
謂
一一
苛
酷
一、
又
雄
レ
検
二
回
数
＼

率
法
過
レ
差
、
興
亡
之
問
、

世
自
知
レ
之
、

回
数
の
増
減
を
確
認
す
る
こ
と
な
く
、
農
民
の
貧
富
を
尋
ね
ず
、
推
し
て
利
回
と
称
し
て
租
税
を
徴
納
す
る
の
で
、
広
大
な
地
を
持
つ

少
数
の
者
は
富
む
が
、
狭
い
地
し
か
も
た
な
い
多
く
の
民
は
貧
し
く
な
る
、
と
あ
り
、
利
回
と
は
検
回
に
よ
る
回
数
の
実
態
把
握
を
せ
ず

に
租
税
を
徴
納
す
る
方
法
で
あ
っ
た
こ
と
、
富
裕
な
者
で
な
け
れ
ば
こ
の
方
法
に
よ
る
徴
納
に
は
堪
え
得
な
い
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ

か
る
。利
回
請
文
の
提
出
と
い
う
手
続
き
が
、
検
回
を
せ
ず
に
回
数
を
確
定
す
る
方
法
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
自
国
頭
に
も
触
れ
た
久
安
四
年

利
回
と
国
街
勧
農

七



人
文
学
報

第
五

O
五
号

二
O
一
五
年
三
月

)¥ 

一
四
八
）
の
伊
賀
国
玉
滝
荘
・
黒
田
荘
の
出
作
田
官
物
を
め
ぐ
る
東
大
寺
と
国
守
と
の
相
論
を
根
拠
と
し
て
論
じ
ら
れ
て
き
た
。
以

下
少
々
煩
雑
に
な
る
が
詳
し
く
み
て
お
き
た
い
。

こ
の
相
論
の
も
っ
と
も
中
心
的
な
論
点
は
、
東
大
寺
出
作
加
納
公
団
の
官
物
率
法
が
段
別
二
斗
な
の
か
、
三
斗
な
の
か
と
い
う
こ
と
に

あ
っ
た
。
伊
賀
守
藤
原
信
経
は
、
東
大
寺
出
作
田
の
官
物
率
法
が
三
斗
で
あ
る
と
い
う
主
張
に
加
え
、
出
作
田
を
検
注
し
て
回
数
を
確
定

し
官
物
徴
収
を
行
い
た
い
と
し
て
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

東
大
寺
領
黒
田
・
玉
瀧
両
庄
出
作
公
団
四
百
三
十
六
町
齢
歩
云
云
、
見
ニ
往
古
之
回
文
一、
而
不
レ
請
－一国
街
検
田
使
＼

暗
申
二
回
数

狭
少
之
由
一、
然
市
付
二
古
作
田
一徴
ニ
下
官
物
一之
時
、
乍
レ
出
ニ
利
回
之
請
文
＼

不
レ
弁
一一其
所
当
＼

事
趣
具
載
一一
官
口
解
状
一、
早

官
使
寺
家
使
国
使
相
共
検
一一
注
加
納
公
団
＼

付
二
落
居
之
回
数
一、
欲
レ
徴
二
下
官
物
一者、

東
大
寺
領
黒
田
・
玉
滝
荘
の
出
作
公
団
は
、
往
古
田
文
に
は
四
三
六
町
余
歩
と
記
載
さ
れ
て
い
る
が
、
東
大
寺
は
国
街
検
田
使
を
う
け

ず
、
回
数
を
少
な
く
申
告
し
た
と
い
う
。
だ
が
国
街
は
往
古
の
回
数
に
よ
り
官
物
の
徴
収
を
行
う
こ
と
と
し
た
。
と
こ
ろ
が
東
大
寺
側
は

利
回
請
文
を
提
出
し
た
の
に
、
所
当
を
弁
済
し
な
い
た
め
、
国
司
は
改
め
て
加
納
田
の
検
注
を
お
こ
な
い
、
回
数
を
確
定
し
て
官
物
徴
収

を
行
う
こ
と
を
求
め
た
の
で
あ
る
。

さ
ら
に
伊
賀
目
代
中
原
利
宗
と
東
大
寺
僧
覚
仁
と
の
問
注
の
記
録
の
な
か
で
、
覚
仁
は
次
の
よ
う
に
主
張
し
て
い
る
。

於
二
回
数
一
ハ請
ニ
国
検
回
一テ
以
一一
彼
回
文
－致
二
沙
汰
一ス
、
殆
不
レ
可
レ
有
－一
相
論
一、
当
御
任
ニ宗
広
沙
汰
之
時
、
或
行
二
検
田
＼

或
行
二

利
回
一、
定
二
回
数
一畢
、
市
利
宗
之
時
、

尚
可
二
検
注
一之
由
、
雄
二
申
行
一トモ
、
恐
ニ
苛
法
一テ
所
ニ
退
申
一也
、
遣
－一清
簾
使
ヲ
一被
ニ
検

注
二
、
不
レ
可
一一
訴
申
ス＼

官
物
モ
随
レ
堪
テ
雄
二
弁
済
一、
毎
物
ェ減
納
之
問
、
尚
以
其
未
進
候
欺
、

回
数
は
国
の
検
田
に
よ
っ
て
作
成
し
た
回
文
に
基
づ
い
て
い
れ
ば
争
う
こ
と
は
な
く
、
当
任
の
目
代
宗
広
の
時
に
は
、
検
田
を
行
っ
た

り
、
利
回
を
行
っ
た
り
し
て
回
数
を
定
め
た
が
、
目
代
中
原
利
宗
が
検
注
を
行
お
う
と
し
た
時
に
は
、
苛
法
を
お
そ
れ
て
検
注
を
う
け
な

か
っ
た
。
清
廉
の
使
を
派
遣
し
て
検
注
を
行
う
の
で
あ
れ
ば
、
訴
え
申
す
こ
と
は
な
く
官
物
も
負
担
に
応
じ
て
弁
済
す
る
、
と
。

そ
れ
に
対
し
て
目
代
利
宗
は
次
の
よ
う
に
い
う
。



（
ト
人
脱
）

利
宗
申
云
、
当
任
之
始
、
宗
広
検
ニ
注
圏
内
一之
日
、
東
寺
庄
寄
一一事
於
左
右
一、
不
レ
令
レ
遂
一一検
注
一、
経
二
五
箇
年
一之
後
、
今
申
二

此
由
一、
似
レ
無
一一証
拠
一、
雄
レ
出
－一利
回
請
文
一、
文
以
不
レ
弁
一一其
所
当
一ス
、
実
否
結
解
状
ニ顕
然
敗
、
五
箇
年
之
間
一
度
結
解
ヲ
不
レ

進
ス
、
謀
計
之
旨
、
以
レ
之
可
レ
有
二
這
迩
一也
、
申
二
詰
清
簾
使
一之
条
尤
可
レ
然
也
卜
申
、

当
任
の
は
じ
め
に
目
代
宗
広
が
圏
内
を
検
注
し
た
と
き
、
東
大
寺
は
事
を
左
右
に
寄
せ
て
検
注
を
遂
げ
ず
、
五
年
を
経
て
か
ら
今
こ
の

よ
う
な
こ
と
を
申
し
て
も
証
拠
に
な
ら
な
い
。
ま
た
利
回
請
文
を
出
し
て
お
き
な
が
ら
、
そ
の
所
当
を
弁
済
し
な
い
。
そ
の
実
否
は
結
解

状
を
出
せ
ば
明
ら
か
だ
、
と
。

す
な
わ
ち
、
ま
ず
国
司
任
初
に
目
代
宗
広
に
よ
っ
て
圏
内
に
検
注
が
行
わ
れ
た
が
、
東
大
寺
は
検
注
を
拒
否
し
た
。
そ
の
た
め
国
街
は

往
古
田
数
に
も
と
づ
き
官
物
徴
収
を
行
う
こ
と
と
し
た
。
覚
仁
は
、
検
田
を
行
う
か
、
も
し
く
は
利
回
を
行
う
こ
と
が
回
数
確
定
の
方
法

で
あ
る
こ
と
は
承
知
し
て
お
り
、
こ
こ
で
は
検
注
を
せ
ず
利
回
請
文
を
提
出
し
た
。
こ
の
利
回
請
文
の
提
出
が
所
当
納
入
の
誓
約
を
意
味

し
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
。

し
か
し
、
さ
ら
に
詳
細
に
双
方
の
や
り
と
り
を
見
る
と
、
そ
れ
だ
け
で
は
解
釈
し
き
れ
な
い
部
分
が
あ
る
。
実
際
に
利
回
請
文
の
提
出

と
い
う
形
で
回
数
確
定
が
行
わ
れ
た
の
は
、
東
大
寺
が
官
物
を
負
う
す
べ
て
の
団
地
に
対
す
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
の
で

あ
る
。
以
下
に
掲
げ
た
の
は
目
代
利
宗
が
東
大
寺
の
未
進
を
数
え
上
げ
た
部
分
で
あ
る
。

去
々
年
未
進
七
百
余
石
憧
所
レ
候
也
、
先
四
百
品
川
六
石
ハ寺
家
－一
所
一一対
揮
一乃
段
別
三
斗
米
内
一
斗
之
積
也
、
九
十
余
石
ハ鞘
田
村
未

進
也
、
九
十
石
三
斗
八
升
ハ寺
家
乃
承
伏
之
未
進
也
、
六
石
八
斗
ハ寺
家
ェ
所
レ
除
之
鹿
高
脇
利
回
所
当
也
、
丸
柱
開
発
七
町
所
当
米

｛
川崎
脱
力
｝

三
十
玉
石
、
段
別
玉
斗
、
井
六
百
五
十
石

一
斗
八
升
也
、
此
外
ニ寺
家
雄
レ
申
ニ
究
済
之
由
、
依
レ
無
二
結
解
合
文
一、
真
偽
難
レ
知、

去
々
年
の
未
進
は
七

O
O余
石
あ
り
、
そ
の
内
訳
は
、

ω四
三
六
石
（
四
三
六
町
×
対
揮
分
の
段
別
一
斗
）
、

ω九
O
余
石
（
鞠
田
村

の
未
進
）
、

ω九
O
石
三
斗
八
升
（
寺
家
承
伏
の
未
進
）
、

ω六
石
八
斗
（
寺
家
に
免
除
し
た
鹿
高
脇
の
利
回
の
所
当
）
、

ω三
玉
石
（
丸

柱
開
発
の
所
当
、
段
別
五
斗
の
計
算
）
、
以
上
で
六
五

O
石
余
と
な
り
、
そ
の
ほ
か
に
結
解
が
な
い
の
で
確
認
で
き
な
い
分
が
あ
る
、
と

し
て
い
る
。

利
回
と
国
街
勧
農

九



人
文
学
報

第
五

O
五
号

一
一O
一
五
年
三
月

四
0 

す
な
わ
ち
、
出
作
公
団
の
未
進
数
は
、
往
古
田
文
に
基
づ
く
四
三
六
町
で
算
出
さ
れ
て
お
り
、
利
回
と
記
さ
れ
て
い
る
の
は

ωの
鹿
高

脇
の
み
で
あ
る
。
か
つ
て
阿
部
猛
は
、
こ
の
間
注
記
を
も
と
に
、
出
作
公
団
の
官
物
徴
収
に
あ
た
っ
て
の
回
数
確
定
の
方
法
に
は
、
①
検

問
を
せ
ず
旧
田
文
に
よ
る
、
②
検
田
に
よ
る
、
③
検
田
を
せ
ず
利
回
請
文
に
よ
る
と
い
う
三
通
り
の
方
法
が
あ
っ
た
と
指
摘
し
て
い
た
が
、

注
目
さ
れ
て
き
た
の
は
③
利
回
請
文
の
み
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
実
際
に
は
官
物
賦
課
回
数
の
確
定
が
、
す
べ
て
③
の
利
回
請
文
に
よ
っ

て
行
わ
れ
た
の
で
は
な
く
、
出
作
公
団
は
基
本
的
に
①
の
旧
回
文
に
よ
る
回
数
確
定
が
採
用
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

で
は
利
回
、
が
行
わ
れ
た
と
み
ら
れ
る
鹿
高
脇
と
は
ど
の
よ
う
な
田
地
で
あ
っ
た
か
。
鹿
高
脇
と
は
、
東
大
寺
は
黒
田
庄
内
と
主
張
し
て

い
る
が
、
国
街
側
は
往
古
公
団
と
み
な
し
て
い
た
田
畠
三
町
余
で
、
延
久
二
年
（
一

O
七
O
）
頃
国
街
が
国
領
と
し
た
の
に
対
し
て
、
東

大
寺
の
訴
え
に
よ
り
寛
治
六
年
（

一
O
九
二
）
、
永
長
元
年
（

一
O
九
六
）
に
は
免
判
が
出
さ
れ
所
当
官
物
が
免
除
さ
れ
た
が
、
そ
の
後

も
国
街
と
の
聞
で
相
論
が
続
い
て
い
た
地
で
あ
っ
た
。
鎌
倉
期
に
入
っ
て
も
鹿
高
脇
三
町
余
は
、
黒
田
本
庄
や
出
作
と
は
区
別
さ
れ
て
い

た
こ
と
も
確
認
で
き
る
。
つ
ま
り
、
出
作
公
団
に
対
し
て
は
、
往
古
の
検
注
に
よ
る
回
文
に
基
づ
い
て
官
物
賦
課
が
行
わ
れ
、
未
進
計
算

が
な
さ
れ
た
が
、
国
領
と
み
な
さ
れ
て
い
た
鹿
高
脇
三
町
余
に
関
し
て
は
、
利
回
請
文
が
提
出
さ
れ
、
利
回
と
し
て
何
ら
か
の
操
作
が
行

わ
れ
た
回
数
に
基
づ
い
て
所
当
の
納
入
が
求
め
ら
れ
未
進
が
計
上
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。

公
団
で
あ
っ
て
も
、
利
回
が
行
わ
れ
る
場
合
と
、
行
わ
れ
な
い
場
合
が
あ
っ
た
こ
と
は
、
応
保
元
年
（
一
一
六
二
十
二
月
日
土
佐
国

幡
多
郡
宛
行
状
写
で
「
彼
下
地
非
本
利
国
内
」
な
ど
と
あ
る
こ
と
か
ら
も
う
か
が
え
、
必
ず
し
も
す
べ
て
の
公
田
に
対
し
て
利
回
が
行
わ

れ
る
わ
け
で
は
な
か
っ
た
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。

以
上
に
よ
り
、
利
回
・
利
回
請
文
の
提
出
と
は
、
検
注
に
よ
る
回
数
確
定
と
は
異
な
る
、
回
数
確
定
の
方
法
で
あ
っ
た
と
い
う
点
は
確

認
で
き
た
が
、
検
注
が
行
わ
れ
な
か
っ
た
場
合
に
必
ず
し
も
利
回
が
行
わ
れ
る
わ
け
で
は
な
か
っ
た
こ
と
も
明
ら
か
と
な
っ
た
。
ま
た
、

利
回
が
回
数
の
何
割
か
を
増
し
定
め
る
も
の
で
あ
っ
た
と
す
れ
ば
、
往
古
田
文
の
回
数
を
も
縮
小
し
よ
う
と
し
て
い
た
東
大
寺
が
な
ぜ
そ

れ
を
受
け
入
れ
た
の
か
、
利
回
は
ど
の
よ
う
な
条
件
の
も
と
行
わ
れ
た
の
か
に
つ
い
て
も
検
討
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
『
時
範
記
』
の

記
事
、
久
安
年
間
の
伊
賀
国
東
大
寺
領
の
史
料
か
ら
、
利
回
請
文
の
提
出
を
郡
郷
司
の
宮
物
請
負
手
続
き
と
断
定
す
る
に
は
、
な
お
論
証



不
十
分
と
い
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

「
利
回
を
加
え
る
」

こ
と

次
に
史
料
上
に
見
え
る
「
利
回
を
加
え
る
」
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
検
討
し
た
い
。

久
安
六
年
（

一
一
五

O
）
伊
予
国
弓
削
島
庄
に
対
し
て
、
伊
勢
神
宮
役
夫
工
米
、
土
御
門
内
裏
造
営
材
木
、
乳
牛
役
等
の
勅
事
・
国
役

が
賦
課
さ
れ
た
。
弓
削
島
庄
は
、
保
延
元
年
（
一
二
二
五
）
に
は
塩
浜
・
田
畠
所
当
官
物
等
免
除
の
国
判
を
獲
得
し
、
さ
ら
に
久
安
四
年

に
は
院
宣
に
よ
っ
て
勅
事
・
国
事
が
免
除
さ
れ
て
い
た
。
し
か
し
留
守
所
は
、
次
の
よ
う
に
回
数
を
算
出
し
材
木
等
の
勅
事
を
賦
課
し
た

と
い
う
。嶋
中
所
在
田
代
績
一
町
余
許
之
処
、
抑
知
一一
国
中
広
所
之
例
一、
勘
二
加
永
年
数
代
利
回
一、
令
レ
算
二
数
負
累
一、
巧
二
負
四
町
七
段

三
百
歩
料
田
＼

是
材
木
雑
物
等
、
被
二
宛
負
一之
条
、
是
口
有
二
留
守
所
阿
党
一欺
云
云
、
何
申
哉
、

嶋
内
の
所
在
田
代
は
わ
ず
か
一
町
余
り
ほ
ど
で
あ
る
の
に
、
国
中
広
所
の
例
の
通
り
に
、
「
永
年
数
代
の
利
回
」
を
勘
じ
加
え
、
負
累

を
計
算
し
て
、
四
町
七
段
三

O
O歩
の
料
田
と
し
て
、
材
木
・
雑
物
等
を
宛
て
負
わ
せ
た
と
い
う
。
こ
こ
か
ら
は
、
利
回
と
は
、
国
司
の

代
ご
と
に
行
わ
れ
た
こ
と
、
そ
の
負
累
が
回
数
に
加
算
さ
れ
る
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
ど
の
よ
う
な
計
算
が
な
さ
れ
た
の
か
は

わ
か
ら
な
い
が
三
町
余
の
回
数
が
加
え
ら
れ
、
実
際
の
約
四
倍
の
回
数
に
対
し
て
材
木
雑
物
等
が
賦
課
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

ま
た
、
仁
安
元
年
（
一
二
ハ
六
）
の
飛
騨
国
雑
物
進
未
注
進
状
に
よ
れ
ば
、
益
田
郡
の
田
一
二
八
町
三
段
四

O
歩
の
う
ち
の
本
国

一
二
五
町
三
段
四
O
歩
に
は
「
加
前
司
利
固
定
」
と
あ
り
、
前
司
の
代
の
利
回
の
回
数
が
加
え
ら
れ
て
い
た
た
こ
と
が
わ
か
る
。
す
な
わ

ち
、
利
回
と
は
、
検
田
を
行
わ
な
か
っ
た
場
合
の
確
定
回
数
そ
の
も
の
で
は
な
く
、
本
田
に
加
え
ら
れ
る
回
数
で
あ
り
、
次
代
に
も
回
数

が
加
算
さ
れ
る
と
い
う
性
格
を
も
っ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

次
に
、
文
永
二
年
（
一
二
六
五
）
若
狭
国
惣
回
数
帳
に
も
利
回
の
記
載
が
見
え
る
。
こ
こ
で
は
以
下
に
掲
げ
た
保
・
名
・
浦
に
対
し
て
、

利
回
と
国
街
勧
農

四
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「
除
承
元
利
回
」
と
い
う
記
載
が
見
ら
れ
る
。

青
保
五
十
九
町
三
百
廿
ト

除
承
元
利
回
九
町
九
反
三
百
廿
四
ト
定

重
国
名

太
良
保

能
登
浦

恒
貞
浦

丹
生
浦

十
五
町
萱
反

廿
五
町
八
反
四
十
ト

除
承
元
利
回
五
反
廿
ト

除
承
元
利
回
一
町
七
反
四
十
ト
定

不
検
注

三
町
四
反

除
承
元
利
回
五
反
七
十
二
ト
定

十
五
町
六
反
百
十
ト

除
承
元
利
回
二
丁
三
反
二
百
七
十
四
ト
定

二
町
六
反
二
百
四
十
ト

除
文
治
御
免
三
町
八
反
百
八
十
歩

承
元
利
回
六
反
五
十
六
歩
ト
定

若
狭
国
で
は
嘉
禎
二
年

1
三
年
（
一
二
三
六

1
七
）
に
国
検
が
行
わ
れ
た
こ
と
が
網
野
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
が
、
網
野
は

「
承
元
利
回
」
に
つ
い
て
、
「
あ
る
い
は
こ
れ
が
承
元
年
間
の
検
注
を
示
す
事
実
と
も
考
え
ら
れ
る
が
、
お
そ
ら
く
こ
れ
は
、
検
注
に
よ
ら

（回）

ず
、
利
回
に
よ
っ
て
回
数
を
定
め
た
も
の
で
あ
ろ
う
」
と
し
、
承
元
年
間
（
一
二

O
七
i
一
O
）
に
利
回
請
文
の
提
出
に
よ
る
官
物
賦
課

回
数
の
確
定
が
行
わ
れ
た
こ
と
を
想
定
し
て
い
る
。

だ
が
、
「
除
承
元
利
回
」
の
記
載
の
あ
る
の
は
以
上
の
保
・
名
・
浦
に
限
ら
れ
て
お
り
、
す
べ
て
の
公
領
に
お
い
て
利
回
の
記
載
が
あ

る
わ
け
で
は
な
い
。
ま
た
利
回
の
回
数
を
、
検
注
に
か
わ
る
確
定
回
数
と
す
る
に
は
そ
の
回
数
は
少
な
く
、
「
除
」
の
記
載
の
意
味
も
わ

か
ら
な
い
。

こ
の
「
承
元
利
回
を
除
く
」
と
い
う
記
載
は
具
体
的
に
何
を
示
し
て
い
る
の
か
。

文
永
検
注
の
各
所
領
の
本
回
数
に
対
す
る
「
承
元
利
回
」
の
回
数
の
割
合
は
、
お
お
よ
そ

0
・
一
四

1
0
・
二
ハ
と
な
る
。
太
良
保
は

こ
れ
に
は
あ
て
は
ま
ら
な
い
の
で
一
律
に
は
捉
え
ら
れ
な
い
が
、
本
回
数
の
約
一
割
五
分
と
な
り
、
『
時
範
記
』
の
一
把
半
の
利
回
と
も

通
じ
る
。
ま
た
弓
削
島
庄
や
飛
騨
国
益
田
郡
の
事
例
も
勘
案
す
る
な
ら
ば
、
こ
の
回
数
は
、
本
回
数
に
対
し
て
一
定
割
合
で
加
算
さ
れ
る

回
数
を
示
し
て
い
る
と
み
て
よ
い
だ
ろ
う
。
ま
た
文
永
の
大
田
文
の
記
載
が
嘉
禎
国
検
の
庄
・
保
の
区
分
を
ひ
き
つ
い
で
い
た
と
す
る
な



（国）

ら
ば
、
「
承
元
利
回
」
の
記
載
も
嘉
禎
国
検
の
田
文
に
も
と
も
と
あ
っ
た
記
載
が
引
き
継
が
れ
て
い
る
と
み
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。

す
な
わ
ち
、
嘉
禎
国
検
の
回
文
に
は
「
加
承
元
利
回
」
の
記
載
が
あ
り
、
承
元
年
間
の
利
回
の
回
数
が
加
え
ら
れ
て
い
た
が
、
文
永
段
階

で
は
、
利
回
の
回
数
を
加
算
す
る
と
い
う
こ
と
自
体
が
も
は
や
行
わ
れ
な
く
な
っ
て
お
り
、
文
永
二
年
の
回
文
で
は
「
除
承
元
利
回
」
と

記
載
さ
れ
た
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。

少
な
く
と
も
以
上
の
史
料
か
ら
は
、
利
回
と
は
、
検
注
回
数
に
か
わ
っ
て
確
定
さ
れ
た
請
負
回
数
を
指
し
て
い
る
の
で
は
な
く
、
何
ら

か
の
割
り
増
し
回
数
を
示
し
て
い
る
こ
と
は
明
ら
か
で
、
そ
れ
が
本
回
数
に
加
え
ら
れ
る
と
い
う
性
格
を
も
っ
て
い
た
と
い
う
こ
と
が
で

き
よ
う
。一一一、

「
利
回
を
行
う
」

こ
と

で
は
そ
も
そ
も
利
回
と
は
何
か
、
そ
し
て
「
利
回
を
行
う
」
と
は
ど
う
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
の
か
。
な
ぜ
本
回
数
の
劃
り
増
し
と
い
う

こ
と
が
行
わ
れ
た
の
か
。

次
に
掲
げ
た
の
は
、
安
元
元
年
（
一
一
七
五
）
源
兼
光
が
提
出
し
た
、
周
防
国
玖
珂
・
周
防
・
神
代
保
の
三
ケ
所
に
所
在
す
る
今
同
名

の
官
物
・
農
料
結
解
の
注
進
状
と
、
そ
の
子
細
を
述
べ
た
解
状
で
あ
る
。

注
進周
防
国
今
同
名
田
官
物
井
乃
料
稲
結
解
目
六
事

A 
<=I 

神
代
保
官
物
結
解
二
通

神
代
保
乃
料
結
解
二
通

在
返
抄
五
十
五
枚

在
返
抄
七
枚

利
回
と
国
街
勧
農

四



人
文
学
報

第
五

O
五
号

二
O
一
五
年
三
月

四
四

（同）

玖
河
・
周
防
官
物
結
解
二
通

在
返
抄
四
十
八
枚

申
文
一
通

巳
上
七
巻

又
神
代
庁
宣
二
通

右
、
注
進
如
件
、

安
元
二
年
正
月

枚
数
十
五
枚

日

源
兼
光
上

源

兼

光

解

申

文

事

｛珂）

請
被
殊
且
依
弁
済
実
、
且
就
所
当
員
数
、
勘
定
玖
河
・
周
防
・
神
代
保
三
ケ
所
名
田
宮
物
結
解
子
細
状
、

副
進
色
色
結
解
、

右
、
謹
検
案
内
、
去
年
者
即
平
均
令
内
検
国
中
作
田
天
、
不
作
所
加
九
把
五
分
利
、
井
本
起
請
田
作
満
所
ハ
、
行
加
三
把
利
回
、
令
遂

収
納
畢
者
、
任
下
知
之
旨
、
令
弁
済
官
物
之
処
、
構
事
於
縦
横
、
令
難
渋
有
限
正
税
、
令
対
拝
公
事
之
由
、
有
風
間
之
条
、
遂
為
訴

訟
、
而
雄
令
造
進
結
解
、
於
正
返
抄
者
、
加
御
目
代
判
、
令
進
国
畢
者
、
負
名
之
許
、
云
公
文
預
、
云
諸
収
納
書
生
、
請
継
正
返
抄

（
取
カ
｝

之
後
、
所
放
勘
補
也
者
、
各
名
結
解
造
進
之
時
、
無
令
継
進
正
返
抄
之
例
、
亦
請
次
許
為
証
文
、
所
致
後
日
沙
汰
也
、
然
者
、
不

可
有
勘
定
疑
殆
、
条
別
枚
々
皆
沙
汰
人
署
判
掲
鷲
之
、
被
披
校
、
又
不
可
有
其
隠
、
愛
以
令
究
済
所
当
、
乍
勤
仕
口
口
口
口
口
口
口

（

忽

）

（

珂

｝

圧
菌
、
何
可
令
勿
諸
国
威
哉
、
但
於
玖
何
・
周
防
名
目
乃
料
者
、
春
時
勧
乃
使
高
経
不
下
行
者
、
不
為
究
済
者
、
於
乃
料
済
徴
者
、

高
経
沙
汰
也
、
尤
可
垂
御
推
察
事
也
、
且
依
回
数
次
第
、
且
任
所
当
員
数
、
尤
被
勘
合
結
解
者
、
将
仰
御
勢
貴
、
弥
成
勤
厚
労
失
、

侃
鞠
在
状
、
言
上
知
件
、
以
解
、

安
元
二
年
正
月

申
進

日

源
兼
光
上



源
兼
光
は
、
周
防
国
玖
珂
・
周
防
・
神
代
保
の
官
物
・
農
料
結
解
を
作
成
し
、
さ
ら
に
そ
の
詳
細
を
解
状
に
－
記
し
て
進
上
し
た
。
神
代

保
に
つ
い
て
は
官
物
結
解
と
農
料
結
解
を
提
出
し
て
い
る
が
、
玖
珂
・
周
防
保
に
つ
い
て
官
物
結
解
の
み
と
な
っ
て
い
る
の
は
、
玖
珂
・

周
防
保
で
は
、
春
時
、
勧
農
使
高
経
が
農
料
を
下
行
し
な
か
っ
た
た
め
で
あ
っ
た
。
解
状
に
よ
れ
ば
、
名
田
官
物
の
徴
収
に
あ
た
っ
て
、

去
年
は
圏
内
平
均
に
作
田
の
内
検
が
お
こ
な
わ
れ
て
作
柄
が
確
認
さ
れ
、
不
作
の
と
こ
ろ
は
「
九
把
五
分
の
利
」
が
加
え
ら
れ
、
ま
た
本

起
請
回
で
作
り
満
た
し
た
と
こ
ろ
は
「
三
把
の
利
回
を
行
い
加
え
」
て
収
納
を
遂
げ
た
と
い
う
。
解
釈
は
難
し
い
が
、
玖
珂
・
周
防
保
で

は
実
際
に
は
農
料
は
下
さ
れ
な
か
っ
た
も
の
の
勧
農
使
に
よ
る
農
料
下
行
が
前
提
と
な
っ
て
い
る
こ
と
を
考
え
る
と
、
不
作
の
と
こ
ろ
に

関
し
て
は
農
料
出
挙
の
利
と
し
て
農
料
の
九
割
五
分
、
満
作
の
と
こ
ろ
は
三
割
の
利
分
を
利
回
と
し
て
起
請
回
数
に
加
算
し
た
と
い
う
こ

と
で
あ
ろ
う
。

つ
ま
り
、
利
回
を
行
う
、
あ
る
い
は
利
回
を
行
い
加
え
る
と
は
、
満
作
で
あ
る
こ
と
を
前
提
と
し
て
出
挙
利
分
を
利
回
と
し
て
回
数
に

加
算
し
て
収
納
す
る
こ
と
を
意
味
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
解
状
の
な
か
で
「
有
限
の
正
税
を
難
渋
せ
し
む
」
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
こ
と
も
、

利
回
が
正
税
利
稲
分
で
あ
る
と
い
う
認
識
を
示
す
も
の
で
あ
り
、
利
回
の
「
利
」
と
は
、
竹
内
や
阿
部
が
指
摘
し
た
よ
う
に
、
出
挙
と
関

連
し
て
い
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
だ
ろ
う
。
た
だ
し
、
利
回
と
は
、
そ
の
利
分
が
回
数
に
換
算
さ
れ
て
本
回
数
に
加
え
ら
れ
て
収
納
さ
れ

る
こ
ろ
に
特
徴
を
も
っ
て
い
た
と
い
う
こ
と
が
で
き
よ
う
。

な
お
長
寛
二
年
ご
二
ハ
四
）
越
前
国
曾
万
布
庄
百
姓
等
重
解
に
は
、
利
分
固
と
い
う
言
葉
が
見
え
る
。
ハ
世
田
万
布
庄
の
本
免
田
は
三
五

町
で
あ
っ
た
が
、
国
街
は
勘
出
田
と
号
し
て
一
七
町
を
収
公
し
、
さ
ら
に
利
分
固
と
称
し
て
三
町
六
段
二
百
四

O
歩
の
田
に
押
し
課
し
、

（泣）

所
当
を
弁
済
さ
せ
た
と
い
う
。
網
野
も
こ
の
利
分
田
に
注
目
し
て
い
た
が
、
利
回
と
は
ま
さ
に
利
分
回
の
こ
と
で
あ
っ
た
と
考
え
て
よ
い

だ
ろ
う
。
で
は
な
ぜ
こ
の
よ
う
な
、
利
分
が
回
数
に
換
算
さ
れ
る
方
法
が
採
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
か
。
利
回
は
一
一
世
紀
末
に
は
す
で
に

定
着
し
て
い
た
と
み
ら
れ
る
が
、
利
分
が
利
回
と
し
て
回
数
換
算
さ
れ
加
算
さ
れ
る
方
式
が
成
り
立
つ
に
は
、
諸
税
目
が
官
物
に
一
括
さ

れ
徴
収
さ
れ
る
官
物
収
取
体
系
の
成
立
を
前
提
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

利
回
と
国
街
勧
農

四
五
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さ
ら
に
こ
こ
で
注
目
し
た
い
の
は
、
利
回
が
国
街
勧
農
使
に
よ
る
農
料
下
行
を
前
提
と
し
て
い
た
こ
と
、
そ
し
て
満
作
の
場
合
に
利
回

が
行
わ
れ
た
こ
と
で
あ
る
。
先
に
み
た
『
時
範
記
』
の
記
事
を
振
り
返
っ
て
み
る
に
、
任
国
に
下
っ
た
平
時
範
は
、
ま
ず
勧
農
を
命
じ
て

お
り
、
諸
郡
司
か
ら
の
利
回
請
文
の
提
出
も
、
勧
農
（
農
料
下
行
）
に
対
応
す
る
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
が
想
定
さ
れ
る
。
ま
た
実
際
に
は

利
回
が
満
作
を
前
提
と
し
て
回
数
加
算
さ
れ
る
も
の
で
あ
っ
た
と
す
れ
ば
、
一
把
半
の
利
回
請
文
の
提
出
と
は
、
満
作
を
祈
願
す
る
吉
書

と
も
い
う
べ
き
も
の
で
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
周
防
国
神
代
保
の
よ
う
に
、
実
際
に
は
内
検
が
行
わ
れ
、
不
作
・
満
作
に
応
じ
て
利
回

加
算
が
行
わ
れ
る
か
が
決
ま
る
場
合
も
あ
っ
た
。
こ
の
場
合
に
利
回
請
文
の
提
出
が
あ
っ
た
か
ど
う
か
は
不
明
だ
が
、
収
納
に
あ
た
っ
て

内
検
が
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
は
『
為
一
房
卿
記
』
寛
治
五
年
（
一

O
九
二
九
月
四
日
条
に
も
見
え
て
い
る
。
こ
こ
で
も
内
検
の
う
え
ご

把
半
利
」
を
加
え
る
と
さ
れ
て
お
り
、
神
代
保
の
不
作
の
場
合
と
同
様
に
回
数
加
算
で
は
な
く
出
挙
利
分
を
加
え
る
と
い
う
措
置
が
な
さ

れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
小
田
は
、
こ
れ
を
収
納
期
に
行
わ
れ
た
出
挙
的
措
置
で
は
な
い
か
と
し
た
が
、
利
が
加
え
ら
れ
た
前
提
に
は
農
料

下
行
が
あ
り
、
そ
の
出
挙
利
分
の
収
納
に
関
す
る
措
置
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
よ
う
。

以
上
の
よ
う
に
利
回
は
、
農
料
が
下
行
を
前
提
と
し
、
さ
ら
に
満
作
の
場
合
と
い
う
条
件
の
も
と
に
行
わ
れ
た
。
利
回
請
文
の
提
出
と

は
、
本
回
数
に
応
じ
て
農
料
下
行
を
う
け
、
満
作
の
場
合
を
想
定
し
て
利
分
を
利
回
と
し
て
本
回
数
に
加
算
し
、
そ
の
加
算
し
た
回
数
分

の
所
当
官
物
納
入
を
誓
約
す
る
こ
と
を
意
味
し
た
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
そ
の
点
で
は
、

利
回
請
文
の
提
出
と
は
、
利
回
を
加
え
た
確
定
回

数
に
対
す
る
官
物
納
入
請
負
で
あ
る
と
い
う
こ
と
は
可
能
で
あ
る
。
し
か
し
、
国
街
勧
農
を
前
提
と
し
て
成
り
立
つ
制
度
で
あ
っ
た
こ
と

に
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

国
街
勧
農
に
お
け
る
農
料
下
行
に
つ
い
て
は
、
二
一
世
紀
初
頭
に
以
下
の
い
く
つ
か
の
史
料
か
ら
確
認
で
き
る
。
元
永
元
年

（
一
一
一
八
）
但
馬
国
に
お
け
る
国
司
任
初
庁
宣
で
は
、
第
一
に
、
池
溝
堤
堰
の
修
固
、
農
業
の
催
勧
が
命
じ
ら
れ
、
第
二
に
、
官
物
率

法
の
注
進
、
一
所
目
代
な
ら
び
に
郡
司
・
別
符
司
等
の
注
進
、
そ
し
て
「
当
年
回
数
な
ら
び
に
圏
内
起
請
田
農
料
」
の
注
進
が
命
じ
ら

れ
、
国
街
に
お
い
て
回
数
の
把
握
と
農
料
下
行
が
行
わ
れ
る
こ
と
と
な
っ
て
い
た
。
こ
の
但
馬
の
庁
宣
は
任
初
の
吉
書
と
も
い
え
る
が
、

半
井
家
本
『
医
心
方
』
紙
背
文
書
の
な
か
の
大
治
二
年
（
一
一
二
七
）
と
推
定
さ
れ
る
加
賀
国
の
雑
事
注
文
に
は
、
国
司
へ
注
進
す
る
雑



事
と
し
て
「
農
料
稲
事
一
十
面
一
一
一
稲
請
取
日
」
「
諸
郡
勧
農
事
時
一
軒
一
日
附
一
側
一
週
一
」

が
あ
り
、
諸
郡
勧
農
と
し
て
実
際
に
農
料
の
種
子
下
行

が
な
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
、
「
勧
乃
事
」
と
し
て
、
古
作
田
六

O
O町
が
不
作
と
な
っ
て
い
た
こ
と
の
調
査
が
行
わ
れ
、

「
乃
料
」
（
農
料
）
が
下
さ
れ
た
の
に
不
作
で
あ
っ
た
と
い
う
報
告
や
、
江
沼
郡
勧
農
使
と
し
て
飛
騨
前
司
が
加
賀
に
下
向
し
た
こ
と
な
ど

も、

二

一世
紀
初
頭
の
国
街
勧
農
、
農
料
下
行
の
実
施
を
窺
わ
せ
る
も
の
で
あ
る
。

勧
農
使
に
関
し
て
は
、
こ
れ
ま
で
主
と
し
て
治
承
寿
永
内
乱
期
の
鎌
倉
殿
勧
農
使
に
つ
い
て
、
園
地
頭
や
守
護
と
の
関
連
で
注
目
さ
れ

て
き
た
。
石
井
進
は
鎌
倉
殿
勧
農
使
の
前
提
と
し
て
平
氏
政
権
下
の
安
芸
国
の
国
街
勧
農
使
の
存
在
を
明
ら
か
に
し
、
養
和
飢
僅
と
の
関

連
で
捉
え
た
。
こ
う
し
た
内
乱
期
勧
農
使
の
前
提
と
し
て
、
一
二
世
紀
初
頭
以
来
史
料
上
に
見
ら
れ
る
国
街
勧
農
使
の
存
在
を
考
え
る
必

要
が
あ
ろ
う
。

一
二
世
紀
初
頭
、

長
治
元
年
（
一
一

O
四）

1
天
永
元
年
（

一
一
一

O
）
頃
、
出
一
市
敬
寺
領
紀
伊
国
木
本
庄
で
は
、
国
司
に
よ
っ
て
庄
田

が
収
公
さ
れ
、
春
に
勧
農
使
が
遣
わ
さ
れ
て
四
至
内
庄
田
の
耕
作
が
お
こ
な
わ
れ
た
と
い
う
。
崇
一敬
寺
別
当
頼
慶
の
訴
え
に
よ
れ
ば
、
こ

の
う
ち
寺
家
が
種
子
作
料
を
下
し
た
田
も
士
二
町
あ
っ
た
が
、
国
街
は
秋
に
は
軍
兵
を
雇
い
来
庄
し
、
寺
家
が
種
子
作
料
を
下
し
た
田
も

こ
と
ご
と
く
刈
り
取
っ
て
し
ま
っ
た
と
訴
え
て
い
る
。
収
公
団
に
対
し
て
勧
農
使
が
春
時
に
種
子
下
行
を
行
い
耕
作
さ
せ
た
こ
と
が
、
秋

時
の
収
納
の
前
提
と
な
っ
て
い
る
と
み
て
よ
い
だ
ろ
う
。
こ
う
し
た
国
街
勧
農
使
に
よ
る
農
料
下
行
が
、
利
回
の
前
提
で
あ
っ
た
と
考
え

ら
れ
よ
う
。

以
上
か
ら
、
利
回
と
は
、
国
街
に
よ
る
農
料
下
行
を
前
提
と
し
、
利
分
を
回
数
換
算
し
て
本
回
数
に
加
算
し
、
官
物
を
一
括
収
納
す
る

シ
ス
テ
ム
で
あ
っ
た
こ
と
、
官
物
収
取
体
系
の
成
立
を
前
提
に
遅
く
と
も

一
一
世
紀
末
に
は
成
立
し
て
い
た
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。

ま
た
利
分
の
回
数
加
算
は
、
満
作
の
場
合
を
想
定
し
た
も
の
で
、
場
合
に
よ
っ
て
は
内
検
に
よ
っ
て
利
回
加
算
で
は
な
く
、
「
利
を
加
え

る
」
と
い
う
形
で
の
収
納
も
な
さ
れ
た
。

利
回
請
文
の
提
出
と
は
、
満
作
を
前
提
に
利
回
を
加
え
た
回
数
の
官
物
納
入
を
誓
約
す
る
も
の

と
考
え
ら
れ
、
そ
の
意
味
で
は
請
負
制
と
言
い
得
る
が
、
国
街
勧
農
を
前
提
と
し
た
シ
ス
テ
ム
で
あ
っ
た
こ
と
に
注
目
し
な
け
れ
ば
な
ら

利
回
と
国
街
勧
農

四
七
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な
い
。
ま
た
十
三
世
紀
初
頭
を
最
後
に
史
料
上
か
ら
利
回
が
見
ら
れ
な
く
な
る
こ
と
は
、
国
街
勧
農
使
が
見
ら
れ
な
く
な
る
こ
と
と
関
連

し
て
、
国
街
勧
農
の
機
能
の
消
滅
と
の
関
連
で
捉
え
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。
利
回
と
は
、
国
街
勧
農
が
機
能
し
た
時
期
に
み
ら
れ
た
、

農
料
の
出
挙
利
分
徴
収
の
シ
ス
テ
ム
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

お
わ
り
に

以
上
、
利
回
に
関
す
る
史
料
を
ム
ユ
度
検
討
し
、
利
回
と
は
、
官
物
収
取
体
系
の
成
立
と
国
街
勧
農
を
前
提
と
し
た
農
料
出
挙
の
利
分

徴
収
シ
ス
テ
ム
で
あ
っ
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。
こ
れ
ま
で
長
ら
く
、
利
回
と
は
郡
郷
司
に
よ
る
請
負
回
数
、
利
国
語
文
と
は
所
当
官

物
請
負
の
手
続
き
と
し
て
捉
え
ら
れ
て
き
た
が
、
そ
れ
が
正
し
く
な
い
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。

こ
う
し
た
理
解
が
長
ら
く
受
け
入
れ
ら
れ
て
き
た
の
は
、
網
野
が
荘
園
公
領
制
の
成
立
と
関
連
づ
け
て
利
回
を
論
じ
た
こ
と
の
影
響
が

き
わ
め
て
大
き
い
。
荘
園
公
領
制
概
念
の
提
起
に
よ
っ
て
、
一
一
f

〉
一
二
世
紀
の
地
方
支
配
の
変
化
は
結
局
の
と
こ
ろ
み
な
荘
園
公
領
制

の
枠
組
み
に
落
と
し
込
ま
れ
、
荘
園
公
領
制
を
行
き
着
く
先
と
し
て
論
じ
ら
れ
て
き
た
。
そ
の
前
提
と
な
っ
て
き
た
在
地
領
主
制
に
関
す

る
理
解
も
見
直
し
が
進
ん
で
い
る
今
、
当
該
期
の
公
領
支
配
の
実
態
に
つ
い
て
も
ム
ユ
度
検
討
を
進
め
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
だ
ろ

う
。
ま
た
当
該
期
の
国
街
勧
農
の
実
態
に
つ
い
て
も
、
ま
だ
不
明
な
部
分
が
多
く
、
さ
ら
に
具
体
的
に
明
ら
か
に
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

い
ず
れ
も
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。

（l
）
戸
田
「
国
街
領
の
名
と
在
家
に
つ
い
て
」
（
『
日
本
領
主
制
成
立
史
の
研
究
』
岩
波
書
店
、
一
九
六
七
年
所
収
。
初
出
は
一
九
五
八
年
）
。
な
お
戸
田

は
、
泉
谷
康
夫
著
『
律
令
制
度
崩
壊
過
程
の
研
究
』
の
書
評
の
な
か
で
、
「
春
時
の
利
回
請
文
を
提
出
さ
せ
る
「
勧
農
」
は
、
検
田
・
収
納
と
な
ら

ん
で
主
要
な
国
街
行
政
の
ひ
と
つ
で
あ
っ
た
。
」
と
し
て
い
る
（
『
史
林
』
五
八
巻
五
号
、
一
九
七
五
年
）
。



（2
）
竹
内
「
「
平
安
遺
文
古
文
書
編
第
七
巻
」
改
訂
覚
え
室
旦
（
『
寧
楽
遺
文
・
平
安
遺
文
月
報
』

8
、
一
九
六
三
年
一

O
月）。

（3
）
阿
部
「
荘
園
制
と
出
挙
」
（
『
中
世
日
本
荘
園
史
の
研
究
』
新
生
社
、
一
九
六
六
年
）
。

（4
）
網
野
「
荘
園
公
領
制
の
形
成
と
構
造
」
（
『
土
地
制
度
史
I
』
山
川
出
版
社
、

一
九
七
三
年
、
の
ち
『
日
本
中
世
土
地
制
度
史
の
研
究
』
塙
書
房
、

一
九
九
一
年
所
収
）
。

（5
）
保
立
「
中
世
初
期
の
国
家
と
庄
園
制
」
（
『
日
本
史
研
究
』
三
六
七
号
、
一
九
九
三
年
）
。

（6
）
前
回
「
郡
郷
司
再
考
」
（
『
ヒ
ス
ト
リ
ア
』
一
八
三
号
、
二

O
O三
年
）
。

（
7
）
佐
藤
「
国
の
検
田
」
（
『
日
本
中
世
の
繁
明
』
京
都
大
学
学
術
出
版
会
、
二

O
O
一
年
所
収
。
初
出
は
一
九
九
二
年
）
。

（
8
）
小
田
「
古
代
・
中
世
の
出
挙
」
（
『
日
本
の
社
会
史
第
4
巻
負
担
と
贈
与
』
岩
波
書
店
、
一
九
八
六
年
）
。

（9
）
『
時
範
記
』
承
徳
三
年
二
月
一
五
日
条
。

（
ω）
『
本
朝
続
文
粋
』
巻
第
二
。

（
日
）
久
安
四
年
一

O
月
二
九
日
官
宣
旨
案
（
狩
野
亨
吉
氏
蒐
集
文
書
、
『
平
安
遺
文
』
二
六
五
五
号
）
。

（
ロ
）
（
久
安
四
年
）
伊
賀
国
目
代
中
原
利
宗
・
東
大
寺
僧
覚
仁
重
問
注
記
（
東
大
寺
文
書
、
『
平
安
遺
文
』
二
六
六
七
号
）
。

（
口
）
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
阿
部
前
掲
注
（
3
）
論
文
に
お
い
て
も
指
摘
が
あ
る
。

（U
）
寛
治
五
年
（
一

O
九
二
十
月
十
五
日
東
大
寺
牒
案
（
東
大
寺
文
書
、
『
平
安
遺
文
』
一
三

O
O号
）
、
天
仁
二
年
（
一
一

O
九
）
九
月
二
六
日
官
勘

状
案
（
東
大
寺
文
書
、
『
平
安
遺
文
』
一
七
一

O
号）。

（
日
）
保
安
二
年
（
一
一
一
一
一
）
閏
五
月
日
東
大
寺
三
綱
陳
状
案
（
東
大
寺
文
書
、
『
平
安
遺
文
』
一
九
二

O
号）。

（
凶
）
建
保
四
年
ご
二
二
ハ
）
六
月
日
伊
賀
国
留
守
所
下
文
案
（
百
巻
本
東
大
寺
文
書
七
号
、
『
鎌
倉
遺
文
』
二
二
四
三
号
）
。

（
げ
）
応
保
元
年
（
一
一
六
一
）
十
二
月
日
土
佐
国
幡
多
郡
宛
行
状
写
（
土
佐
国
豪
簡
集
一
、
『
平
安
遺
文
』
一
三
八
四
号
）
。

（
日
）
網
野
前
掲
注
（
4
）
論
文
。
本
稿
第
三
章
参
照
。

（
印
）
久
安
六
年
九
月
十
六
日
伊
予
国
弓
削
庄
百
姓
等
解
（
東
寺
百
合
文
書
セ
、
『
平
安
遺
文
』
二
七

O
九
号
）
。

（
却
）
保
延
元
年
九
月
十
三
日
伊
予
国
留
守
所
下
文
（
東
寺
百
合
文
書
テ
、
『
愛
媛
県
史
』
資
料
編
古
代
中
世
、
七
七
号
）
。

（
幻
）
（
仁
安
二
年
）
飛
騨
国
雑
物
進
未
注
進
状
（
書
陵
部
所
蔵
中
右
記
部
類
巻
十
六
裏
文
書
、
『
平
安
遺
文
』
三
四
二
U
号）
0

（
幻
）
文
永
二
年
十

一
月
若
狭
国
惣
回
数
帳
写
（
東
寺
百
合
文
書
ユ
、
『
鎌
倉
遺
文
』
九
四
二
二
号
）。

（
幻
）
網
野
『
日
本
中
世
土
地
制
度
史
の
研
究
』
第
二
部
第
一
章
若
狭
園
、
注
一
四
（
一
七

O
頁）。

（M
）
重
国
名
は
青
郷
一
一
町
七
反
二
七

O
歩
・
青
保
三
町
三
反
九

O
歩
か
ら
な
る
が
、
青
保
の
回
数
に
対
す
る
承
元
利
回
の
割
合
は
約
0
・
一
五
と
な
る
。

太
良
保
は
、
約

0
・
0
六
と
な
り
あ
て
は
ま
ら
な
い
。

（
お
）
網
野
前
掲
（
4
）
論
文
。

利
回
と
国
街
勧
農

四
九



人
文
学
報

第
五

O
五
号

二
O
一
五
年
三
月

五
O

（
お
）
利
回
に
関
す
る
史
料
は
、
こ
の
承
元
の
年
号
を
下
限
と
し
て
以
降
見
ら
れ
な
く
な
る
。

（
幻
）
安
元
二
年
正
月
日
源
兼
光
周
防
国
今
同
名
官
物
井
乃
料
稲
結
解
目
録
注
進
状
（
厳
島
神
社
文
書
新
出
文
書
寄
進
部
、
『
平
安
遺
文
』
補
三
七
八
号
）
。

同
年
月
日
源
兼
光
解
（
厳
島
神
社
文
書
新
出
文
書
寄
進
部
、
『
平
安
遺
文
』
補
三
七
九
号
）
。

（
お
）
網
野
も
こ
の
解
釈
に
つ
い
て
、
不
作
に
利
を
加
え
る
行
為
と
、
満
作
の
本
起
請
田
に
利
回
を
行
う
と
い
う
行
為
は
区
別
さ
れ
て
い
る
、
と
し
、
後
者

を
「
三
把
」
の
比
率
で
本
来
の
起
請
聞
の
回
数
を
増
し
定
め
た
こ
と
を
意
味
す
る
の
で
あ
ろ
う
と
し
て
い
る
（
前
掲
注
（
4
）
論
文
注
日
）
。

（m
U
）
一
で
取
り
上
げ
た
保
延
元
年
七
月
二
十
七
日
藤
原
教
光
勘
文
の
な
か
で
も
「
租
税
」
（
租
と
正
税
出
挙
）
と
称
さ
れ
て
い
る
（
阿
部
前
掲
注
（
3
）

論
文
）
。

（
ω）
網
野
も
前
掲
注
（
4
）
論
文
で
指
摘
し
て
い
る
。

（
汎
）
長
寛
二
年
七
月
日
越
前
国
曾
万
布
庄
百
姓
等
重
解
（
陽
明
文
庫
所
蔵
兵
範
記
仁
安
二
年
夏
巻
裏
文
書
、
『
平
安
遺
文
』
三
二
九
六
号
）
。

（
犯
）
注
（
お
）
に
同
じ
。

（
お
）
『
為
房
卿
記
』
寛
治
五
年
（
一

O
九
二
九
月
四
日
条
。
そ
の
と
き
上
洛
し
て
い
た
加
賀
守
藤
原
為
房
は
、
下
向
が
延
引
し
て
し
ま
っ
た
た
め
、
先

に
書
生
貞
正
を
収
納
使
と
し
て
定
め
現
地
に
下
し
、
内
検
の
う
え
ご
把
半
の
利
」
を
加
え
る
と
い
う
措
置
を
行
っ
た
（
「
賀
州
下
向
延
引
、
初
定

下
収
納
使
〈
書
生
貞
正
為
使
〉
、
内
検
之
上
加
一
把
半
利
、
」
）
。
小
田
雄
三
は
、
加
賀
国
で
は
こ
の
年
早
天
に
よ
り
祈
雨
の
行
事
が
盛
ん
に
行
わ
れ
た

こ
と
と
関
連
づ
け
て
、
こ
れ
を
な
ん
ら
か
の
出
挙
的
措
置
と
捉
え
た
が
（
前
掲
注
（
8
）
論
文
）
、
こ
こ
で
は
内
検
に
よ
る
作
柄
調
査
の
う
え
で
、

利
分
徴
収
の
方
法
が
一
ホ
さ
れ
た
と
考
え
る
の
が
妥
当
だ
ろ
う
。

（
鈍
）
元
永
元
年
十
二
月
九
日
但
馬
国
司
庁
宣
（
『
朝
野
群
載
』
巻
第
二
二
）
。

（
お
）
年
月
日
未
詳
雑
事
注
文
（
半
井
家
本
『
医
心
方
』
紙
背
文
書
、
山
本
信
吉
・
瀬
戸
薫
「
半
井
家
本
『
医
心
方
』
紙
背
文
書
に
つ
い
て
」
『
加
能
史
料

研
究
』
四
号
、
一
九
八
九
年
）
。

（
お
）
年
月
日
未
詳
某
定
文
覚
（
半
井
家
本
『
医
心
方
』
紙
背
文
書
、
巻
二
五
紙
背
三
九
）
。

（
幻
）
（
年
来
詳
）
三
月
十
五
日
散
位
藤
原
某
書
状
（
半
井
家
本
『
医
心
方
』
紙
背
文
書
、
巻
二
玉
、
二
三
・
二
四
）
、
年
月
日
未
詳
散
位
藤
原
某
書
状
（
同
前
、

三
四
）
。

（
お
）
戸
田
芳
実
「
院
政
期
北
陸
の
国
司
と
国
街
」
（
『
初
期
中
世
社
会
史
の
研
究
』
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
九
一
年
、
初
出
は
一
九
八
九
年
）
。
安
原
功

「
院
政
期
加
賀
国
に
お
け
る
院
勢
力
の
展
開
と
在
地
社
会
」
（
『
ヒ
ス
ト
リ
ア
』
二
二
六
号
、
一
九
九
二
年
）
。

（
ぬ
）
石
井
進
「
平
氏
・
鎌
倉
両
政
権
下
の
安
芸
国
街
」
（
『
歴
史
学
研
究
』
二
五
七
号
、
一
九
六
一
年
）
。

（
ω）
（
年
未
詳
）
一
一
一
月
一
九
日
紀
伊
国
崇
敬
寺
別
当
頼
憲
詩
文
（
東
大
寺
文
書
、
『
平
安
遺
文
』
一
六
二
八
号
）
。

（H
U

）
な
お
本
稿
で
取
り
上
げ
た
史
料
の
ほ
か
に
、
網
野
が
示
し
た
も
の
と
し
て
年
月
日
未
詳
（
保
延
四
年
（
一
一
三
八
）
）
官
宣
旨
案
（
兼
仲
卿
記
弘
安

六
年
冬
巻
紙
背
文
書
）
が
あ
り
、
賀
茂
社
領
土
佐
国
津
野
庄
に
関
し
て
土
佐
守
藤
原
顕
保
が
「
利
固
有
り
」
と
し
て
四
至
を
縮
め
た
と
あ
る
。
原
本



－
 

調
査
を
行
っ
て
い
な
い
た
め
確
定
で
き
な
い
が
、
こ
の
部
分
は
「
利
回
」
で
は
な
く
「
剰
田
」
の
可
能
性
が
あ
り
、
内
容
か
ら
も
剰
回
（
余
田
）
と

理
解
す
る
ほ
う
が
妥
当
だ
と
恩
わ
れ
る
。
本
史
料
に
つ
い
て
は
今
後
調
査
の
機
会
を
得
て
確
定
し
た
い
。

【
付
記
】
本
研
究
は
J
S
P
S
科
研
費
2
4
5
2
0
7
7
3
に
よ
る
研
究
成
果
の
一
部
で
あ
る
。

利
回
と
国
街
勧
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